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一聾潟搬鶏在一『
男　　4，379（一4）

女鵜448困）
計　　　8蟹827（一3〉

毯幣数2襲2蓋7（桝）

　（．）は前月比較
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鑛灘懸蕪蹴

お正月の遊びを楽しむ
　1月は、どこの保育園でも、カルタやすごろくなど、お正
月の遊びをして楽しんでいます．

　1月14日、南原保育園でもクラスごとに分かれてrカル
タ会」を実施しました．勝ち負けよりも、遊びを通してルー

ルを守る大切さや、文字・数に関心を持たせること、集中力

を養わせることなど、園児に意欲が出るよういろいろ工夫さ
れていました。

　どの子も、エネルギーを一気に発散させ、保育園はわれん

ばかりになつていました。

圃休日救急医
2月11日大熊内科医院（山本町）a52－7066

　14日大坪医院（四日町）a57－6100

　21日中条病院（中条）a57－3018

　28日庭野医院（寿町）台52－2711

3月7日国保診療所（中央町）魯68－2034

　14日山口医院（下条）魯55－2003



鼠
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“
“
驚
髭
寵
遜
霞
．
第
心
回
鷹
漿
麟
・

臨
購
套
が
開
海
れ
蒙
磁
灘
。
会
期
は

㎝
鐵
聞
で
サ
、

　
諜
寵
聡
叢
る
筆
墨
罵
董
維
叢
鰭
建

棚会醸

鞭
騨
憲
総
務
文
教
常
任
委
員

会
縷
付
魏
き
れ
で
嚇
灘
町
職
員
の
勤

務
時
聞
韓
関
攣
る
条
例
の
“
“
部
麩
改

灘
蚕
葛
条
翻
老
、
痴
西
騨
の
休
欝
を

建
め
姦
条
例
の
“
“
部
を
故
藍
奮
る
条

例
縫
拶
鞭
で
委
黛
長
報
告
が
あ
鯵
、

萎
鐵
長
の
報
告
ど
灘
璽
療
察
可
決
き

腕
諜
態
捲
。

　
次
縫
．
老
太
罪
鎌
藩
ー
馨
蒸
懸
潔

雛
ー
建
設
（
本
体
》
の
工
事
講
負
契

約
変
更
蓬
承
認
。
蒙
羅
、
電
動
型
昇

降
浴
穫
購
義
（
契
約
の
相
手
方
縫
擶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

灘
揮
藷
医
療
器
、
購
天
金
額
欝
燕
霞

四
万
撮
華
円
）
を
承
認
し
馨
態
潅
．

　
続
糖
で
、
臓
診
療
所
巻
綻
会
福
祉

法
人
矧
あ
漆
ね
会
雛
緯
無
償
艶
譲
釜

す
る
蓬
老
縫
な
翰
蒙
態
羅
②

　
な
お
、
今
期
臨
時
会
欝
叢
件
の
改

正
条
例
が
原
案
斑
決
さ
れ
溢
叢
惹
縫

よ
り
、
叢
謹
移
四
月
一
圓
漆
墜
、
役

場
な
ど
が
週
休
二
譲
制
と
な
鰻
謙
す
。

役
場
な
ど
の
完
全
週
休
二
日
制
に
向
け
て

　
完
全
週
休
二
日
制
に
つ
い
て
は
、

国
が
平
成
四
年
五
月
一
日
か
ら
、
県

で
は
八
月
｝
日
か
ら
実
施
を
し
て
お

り
、
市
町
村
に
お
い
て
も
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
完
全
実
施
を
要
請

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
．
県
内
ニ
ニ
市
町
村
の
状

況
を
見
て
み
る
と
、
八
八
％
以
上
（
十

二
月
十
日
現
在
）
が
こ
と
し
四
月
一

日
か
ら
実
施
を
す
る
方
向
で
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
￥
町
内
の
主
な
企
業

の
実
態
や
労
働
時
間
短
縮
へ
の
民
間

に
対
す
る
波
及
効
果
な
ど
も
考
え
、

蹴㎜
一・ゼ・…・一・一”｛’”｝’臼’卍甲｛’1’轟

町
で
も
完
全
週
休
二
日
制
を
進
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
．
役
場
な
ど
が
完
全
週
休

二
日
制
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
四
月
｝
日
の
実
施
ま

で
に
閉
庁
日
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
工
夫
し
て
、
本
紙
や
チ
ラ

シ
な
ど
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4月のオープンに向けて工事が進む老人ディサービスセンター

川西町ディサービスセンター

　　　平面図
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奨学金貸与制度の一

平成5年度の願書締

　　　　　3月25日

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集
します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　川西高校入試発表（4．3．19）
【貸与を受けることができる方は】

①町に本籍があって、町に1年以上居住している方。
②経済的の理由で修学が困難な場合であって、学業成績が優秀と認められる方。

【奨学金の月額は1

①高等学校　　7，000円
③専修学校　15，000円

②高等専門学校

④大　　　学
13，000円
20，000円

【貸与期間は】

　奨学金を貸与する期間は、貸与決定の月から奨学生が在学する学校の最短修学年
限の終期までです。

【奨学金の返済は】

①奨学金には、利息がっきません。
②据置期間1年ののち、5年以内に年賦又は、半年賦の方法で返済します。
③奨学生がさらに上級の学校に進学したときや、卒業後川西町に引き続いて3年以
　上在住している場合は、奨学金の返済を猶予（免除）する制度があります。

【出願期限は】

　奨学金の貸与を希望される方は、3月25（木）までに教育委員会へ申し込みを
してください。

　（申し込みに必要な用紙は、教育委員会に備えてあります）

※注意
◎申し込みに必要な関係書類をそろえるために、ある程度の期間がかかりますので、
　手続きはお早めに。
◎申し込みにあたっては、具体的の状況をお聞きいたしますので、保護者の方が冷
　いでください。
◎奨学金の月額は、平成4年度の額です。

　　　　問い合わせは教育委員会智68－2167　　有線2159

※
デ
ィ
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ビ
ス
の
内
容

　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
中
、
在
宅

の
虚
弱
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
な
ど

を
送
迎
バ
ス
な
ど
に
よ
り
、
老
人
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
わ
せ
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
（
入
浴
、
給
食
な
ど
）

を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

　
老
人
の
自
立
を
助
け
、
孤
独
感
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
介
護
に
当
た

る
家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
建
物
の
概
要
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老人ディサービスセンターの
　　　　　　　名称決まる
　1月25日に締め切った老人ディサービスセンターの

名称募集に、53点の応募がありました。2月1日、そ
の審査会が実施され、上村久男さん（厚木市）の作品
が入賞。三品光子さん（太田区）ほか1人の作品が佳
作となりました。老人ディサービスセンターの名称は、

r川西町老人デラ巣笥逸』です・



　　　2月16日ωり～3月15日（月）

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。
し

か
し
、
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
込
み
合
い
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
目
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
．確
定
申
告
が
必
要
な
方

　
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産

収
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

平
成
四
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

と
き
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な

方

①
給
与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
を

超
え
る
場
合

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合

正
し
い
確
定
申
告
を

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
く
な
り
ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
％

い
方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
　
　
又
は
一
〇
％
の
加
算
税
が
課
さ
れ
た

た
申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
　
　
う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

金
を
納
め
る
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
　
　
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確
　
　
の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は
、

定
申
告
は
、
一
月
一
日
か
ら
四
月
一
　
　
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
　
　
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
税
鰍
の
申
告
を

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明

資
料
に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
書
き
方
は
、
お
配
り
し
た
「
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確

に
記
入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　
こ
と
し
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん
　
　
や
、
去
年
中
の
収
入
が
給
与
、
年
金
、

で
い
た
方
で
、
去
年
中
に
収
入
の
あ
　
　
賃
金
だ
け
で
、
そ
の
支
払
報
告
書
の

っ
た
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
　
　
提
出
が
あ
っ
た
方
は
、
申
告
の
必
要

し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
　
　
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
農
業
所
得
は
役
場
で
計
算
し
ま
す

　
農
業
所
得
は
、
去
年
秋
に
出
し
て

い
た
だ
い
た
「
農
業
所
得
報
告
書
」

に
基
づ
い
て
役
場
で
計
算
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
農
業
所

得
の
あ
る
方
は
、
税
務
課
に
所
得
額

税の申告相談（4．2．28）

を
照
会
し
て
か
ら
申
告
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
勤
め
人
で
農
業
所
得
が
二

十
万
円
を
超
え
る
方
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住民税申告相談日程

期　　間 時　　間 会　　　場

2月16日㈹
　　～

3月15日（月）

午前9時

　～

午後4時

活性化センター

四階第1研修室

盈68－3111

5．2．10④



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齢
礁
醇
鰐
．
灘
興
霞
麟
蛸
一

●
●
●
G
C
■
●
●
●
●
●
●
6
●
●
6
■
0
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
驚

（単位：cm）

　
一
月
二
十
日
は
大
寒
。
そ
れ
か
ら

二
月
上
旬
ま
で
が
、
一
年
で
一
番
寒

い
時
期
で
す
。
そ
し
て
、
降
雪
量
も

多
い
と
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
四
年
．
平

成
元
年
、
二
年
、
三
年
と
、
去
年
、

300

こ
と
し
の
積
雪
観
測
の
記
録
を
比
べ

て
み
ま
し
た
。

　
豪
雪
地
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
地

方
、
暖
冬
小
雪
を
望
む
声
が
多
く
聞

か
れ
て
い
る
中
で
、
さ
て
、
こ
と
し

の
雪
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
測
定
地
H
川
西
ダ
ム
〉
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暖
房
温
度
を
一
度
下
げ
れ
ば
、
原
油
換
算
で
日
本

全
体
で
年
間
約
九
十
万
。
。
μ
節
約
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
、

体
の
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
約
一
割
に
相
当

し
ま
す
。

影

　
　
　
　

奪
鍛
．

趨
．

電気こたつは、敷

布団や上がけを使

って、保温効果を

上げよう。

室温は、おおむ

20℃になるよう

こまめに調節を

輩
二

剛
逡

　
　
へ
●
ρ
．

國
針

llP
●　　●

　　●●　　　●

　●
　　　◎　　　　　●

厚手のカーテンを

床まで垂らすなど

部屋の保温に一工

夫を。

最寄り階へは階段

を使うなど、エレ

ベーターの効率的

使用を心がけよう。

　
　
ホ
　

り
癒
宝
　
k

’
●
　
働

ノ

を
隔
し

き
間
浴

炊
　
、
入

度
め
に

狂
讃
勝
、
糞
、
秘
瀞
鵜
銑

油
換
算
で
日
本
全
体
で
年
間

約
三
十
五
万
キ
。
μ
の
節
約
に
。
こ
れ

で
ふ
ろ
を
一
家
庭
当
た
り
約
十
二
回
沸
か
せ
ま
す
。

戦
圃
作
わ
大
凱
ネ
る

　
　
　
き

エ
で
省
駅
の
職

冬　
・
國

家庭で職場で
家庭ででぎる省エネ→

つ
け
っ
放
し
を
や
め
る
と
、
原
油
換
算
で
日
本
全

　
　
　
　
体
で
約
二
十
六
万
キ
。
μ
が
節
約
で
き
、

　
　
　
　
　
ヌ
こ
の
㌶
響
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
水
を
沸
か
す
こ

　
　
　
　
＞
糠
　

と
が
で
き
ま
す
．

ツ
聾
イ
の

パ
　
一
の
ナ
器
一
沸
バ
湯
ト

國

っ放しはやめよう

h
　
、
，

囹
．
＼

　
ム

　
　
．
～
／

豊ノ

齢　止

　暖房器具は窓側の

　冷気の入る位置に

　背を向けて置こう。

〃●

『

照明器具のほこり

をとろう。また、古

くなった電球など

の交換もお早めに。

　
　
　
　
　
　
　
樋
ζ

壱
さ
ド
こ
　
ツ

と
な
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
／

い
ロ
　
ス
　
。

な
プ
の
う

い
　
一
器
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護

て
ワ
機
切

つ
　
、
A
を

　
　
　
0
チ
　
澹
　
　
　
ー

　
　
苧
灘
蒔
間
ス
ィ
ッ

　
　
　
　
　
　
チ
を
切
る
こ
と
に

　
　
本
全
体
で
年
間
約
十
一
万
。
。

μ
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
ド
ラ
ム
缶
約
五
十
五
万
本
に
相
当
し
ま
す
。
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寵

　
一
月
十
六
日
、
来
賓
や
関
係
者
お

よ
そ
三
十
人
が
参
列
し
て
、
新
し
い

診
療
所
の
オ
ー
プ
ン
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
診
療
所
は
、
総
事
業
費
五
億
八
、

五
二
五
万
円
を
投
入
、
去
年
六
月
二

十
六
田
に
着
手
、
十
二
月
二
十
七
田

完
成
し
た
も
の
。

　
建
物
は
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
て
、
延

べ
一
、
二
一
二
四
・
五
四
平
方
㌶
で
、
こ
れ

ま
で
の
診
療
所
に
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
た
室
内
、
診
療
室
・
診
療
機
器
の
整
っ

た
診
療
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
南
雲
町
長
が
「
地
域
の

医
療
の
拠
点
と
し
て
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
南
雲
町
長
、

小
林
議
会
議
長
、
軍
永
所
長
ら
八
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
、
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
ま
し
た
。

事業費
業　　　種 金　　　額

地質調査費 1，322千円

土地購入費 103，832

土地造成費 29，902

設計・管理費 19，282

建設工事費 394，495

外構工事費 21，738

駐車場工事費 5，743

備品など設備費 8，936

計 585，250

》
処
置
室

く
第
　
　
診
療
室

難
灘
脚
蹴

レ
内
視
鏡
室

〈
安
静
室

翻

ー
ー
憲
　
灘
　
嚢
鑛
繍

　羅繍

　　　灘　　驚論麟

照

》
受
付
　
事
務
室

〈
薬
　
　
局
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑦

　
　
　
　
　
　
四
石
瀬
金
　
子
　
幸

作

学
校
建
築
で
活
気

　
仙
田
校
と
中
仙
田
校
の
同
時
改
築

は
、
村
財
政
の
窮
乏
か
ら
お
お
か
た

の
村
民
が
延
期
を
望
ん
で
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
両
校
と
も
早
期
の
建

築
を
主
張
し
て
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
。

混
乱
の
事
態
を
収
拾
で
き
な
い
ま
ま

中
条
庄
吉
村
長
は
大
正
九
年
十
二
月

に
引
責
辞
職
し
、
こ
の
あ
と
だ
れ
も

村
長
に
な
り
手
が
な
く
て
村
政
は
混

迷
の
色
を
濃
く
し
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
中
仙
田
よ
り
も

一
足
早
く
改
築
を
表
明
し
た
室
島
側

は
我
慢
の
限
界
も
こ
れ
ま
で
だ
と
し

て
、
藤
沢
・
霧
谷
・
小
脇
区
の
賛
同

を
得
て
校
舎
の
敷
地
を
選
定
し
、
大

地
主
だ
っ
た
増
田
家
の
後
押
し
で
念

願
の
建
築
工
事
に
着
手
す
る
。

　
室
島
側
の
動
き
を
察
知
し
た
中
仙

田
側
は
、
大
正
十
年
の
新
年
宴
会
に

ム
ラ
中
が
上
の
山
校
舎
に
集
ま
り
、

仙
田
校
区
に
は
負
け
ら
れ
な
い
と
し

て
新
校
舎
の
建
設
を
誓
い
合
う
。

　
こ
の
年
五
月
十
日
に
、
両
校
の
建

築
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
た
猛
烈
な

村
会
議
員
選
挙
が
繋
わ
る
と
、
室
島

側
も
中
紬
抽
椥
も
堰
を
切
っ
た
よ
う

に
工
事
を
捗
ら
せ
て
、
大
正
十
年
と

十
一
年
の
仙
田
村
は
空
前
の
学
校
建

築
ブ
ー
ム
で
わ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

仙
田
校
落
成
に
歓
喜

　
仙
田
小
学
校
（
室
島
）
は
校
舎
の

設
計
・
監
理
を
十
日
町
の
矢
口
長
松

が
担
当
し
、
建
築
費
は
総
額
一
万
一

千
三
百
円
で
長
岡
市
の
杉
本
荘
松
が

請
負
っ
た
．

　
大
正
十
年
七
月
十
八
日
に
校
舎
の

敷
地
工
事
を
開
始
し
、
八
月
一
日
建

築
に
着
手
、
同
月
二
十
四
日
に
は
建

て
前
と
い
う
突
貫
工
事
で
あ
っ
た
。

十
一
月
三
日
に
上
棟
式
を
行
い
、
翌

仙
田
校
の
校
舎
上
棟
（
大
m
・
H
・
5
写
）

「
仙
田
校
百
年
の
歩
み
」
か
ら
転
載

十
一
年
四
月
十
日
に
し
ゅ
ん
工
し
た

が
、
中
仙
田
校
舎
よ
り
三
カ
月
も
早

く
完
成
し
た
校
区
の
喜
び
は
大
き
か

っ
た
。

　
落
成
式
は
同
年
十
胴
伍
日
に
挙
行

さ
れ
た
。
参
列
者
は
鑓
田
重
中
魚
沼

郡
長
ほ
か
四
百
人
に
及
び
、
祝
辞
十

通
、
祝
電
三
通
が
披
露
さ
轟
ん
詮
児

童
に
金
五
銭
の
祝
菓
（
紅
白
饅
頭
）

が
配
ら
れ
、
来
賓
一
同
は
祝
賀
の
酒

に
酔
い
し
れ
る
。
こ
の
日
、
室
島
区

は
ム
ラ
を
あ
げ
て
歓
喜
し
、
い
く
発

も
の
祝
砲
が
こ
れ
見
よ
と
ば
か
り
谷

中
に
こ
だ
ま
し
、
夜
は
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
て
盛
大
な
舞
踏
会
が
深
夜

ま
で
催
さ
れ
た
．

　
新
し
い
校
舎
が
で
き
た
仙
田
校
区

は
、
そ
の
余
勢
で
四
年
生
以
上
の
全

員
が
地
固
め
、
石
場
か
ち
を
手
伝
い
、

青
年
会
や
処
女
会
も
全
員
が
協
力
し
、

校
区
を
あ
げ
て
屋
内
運
動
場
の
建
設

に
と
り
く
む
こ
と
に
な
る
。

中
仙
田
校
も
で
き
た

　
中
仙
田
小
学
校
は
、
大
正
十
年
五

月
二
十
一
日
に
新
校
舎
の
位
置
を
大

字
中
の
島
（
現
在
の
仙
田
小
学
校
）

に
決
定
、
十
月
十
七
日
に
地
鎮
祭
を

行
っ
て
工
事
に
着
手
す
る
。
敷
地
は

南
北
に
三
十
六
間
、
東
西
に
三
十
七

間
で
一
千
三
百
三
十
二
坪
（
約
四
、

三
一
五
・
六
八
平
方
層
）
、
校
舎
の
建

坪
は
二
百
二
十
六
坪
強
（
約
七
四
五
・

八
平
方
ど
で
中
心
校
と
な
る
に
ふ

さ
わ
し
か
っ
た
。

中
仙
田
校
新
築
工
事
記
念

　
　
　
　
　
（
大
正
H
・
6
・
5
写
）

「中仙田校のあ由美」から転載

　
屋
内
運
動
場
を
含
め
た
校
舎
の
建

築
費
は
三
万
余
円
で
、
北
魚
沼
郡
堀

之
内
村
の
大
塚
政
吉
が
請
負
い
、
翌

十
一
年
七
月
十
日
に
し
ゅ
ん
工
し
、

木
の
香
も
新
し
い
屋
内
運
動
場
で
感

激
も
新
た
な
落
減
武
ガ
挙
行
さ
れ
る
。

　
式
典
は
登
坂
九
十
二
村
長
代
理
助

役
の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
工
事
経

過
報
告
を
羽
鳥
千
代
吉
校
長
が
行
い
、

来
賓
祝
辞
を
鑓
田
重
中
魚
沼
郡
長
、

田
中
勝
平
村
会
議
員
、
押
木
奥
太
郎

仙
田
郵
便
局
長
、
佐
野
博
夫
高
倉
校

長
ら
が
謎
溶
、
羽
鳥
校
長
が
児
童
と

父
兄
に
講
告
し
、
小
林
松
五
郎
中
仙

田
区
長
が
謝
辞
を
述
、
べ
、
全
員
が

「
金
剛
石
」
を
歌
っ
て
式
を
閉
じ
る
。

　
こ
の
日
、
隣
接
校
か
ら
の
通
学
を

願
う
中
仙
田
区
の
要
望
を
無
視
し
て

仙
田
・
田
戸
・
赤
円
石
校
区
の
代
表
は

祝
辞
を
述
べ
な
か
っ
た
。
祝
福
さ
れ

な
い
落
成
式
と
い
う
か
、
他
校
区
が

建
築
反
対
の
感
情
を
改
め
て
示
し
た

こ
と
に
な
り
、
中
仙
田
区
民
の
こ
れ

ま
で
の
苦
労
が
認
め
ら
れ
な
い
無
念

の
落
成
式
で
あ
っ
た
。
全
村
の
児
童

を
収
容
で
き
る
り
っ
ぱ
な
学
校
に
な

っ
た
の
に
、
他
校
の
尋
常
科
は
通
学

し
て
く
れ
ず
、
高
等
科
問
題
も
村
会

で
も
め
て
解
決
で
き
な
か
っ
た
。

高
橋
翁
の
回
想

　
室
島
の
高
橋
惣
治
翁
は
、
こ
の
時

代
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
室
島
と
中
仙
田
が
競
争
で
学
校
を

建
て
る
と
き
、
そ
れ
を
決
め
か
ね
て

い
ち
ば
ん
困
っ
た
の
は
村
会
議
員
衆

で
あ
っ
た
と
か
と
思
う
。

　
村
会
の
あ
る
日
は
、
区
長
か
ら
触

れ
が
な
く
て
も
み
ん
な
が
自
主
的
に

役
場
へ
足
を
運
ん
だ
。
小
脇
の
衆

は
熱
心
で
、
ム
ラ
中
が
コ
ゲ
テ
（
総

出
で
磐
味
て
室
島
に
合
流
し
た
。
増

田
の
旦
那
様
と
隠
宅
サ
が
炊
き
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ

を
し
て
く
れ
、
ヤ
ケ
飯
を
詰
め
た
櫃

が
い
く
つ
も
中
仙
田
へ
運
ば
れ
た
。

ヒ
カ
ゲ
の
丈
作
が
養
子
に
行
っ
た
一

仙
屋
を
定
宿
に
し
て
ご
っ
つ
お
に
な

り
、
交
代
で
役
場
へ
傍
聴
に
行
き
、

「
オ
ラ
ほ
う
の
学
校
を
早
く
造
れ
」

と
議
員
衆
に
詰
め
寄
っ
た
。
ノ
ド
が

乾
い
て
小
使
室
へ
水
飲
み
に
降
り
る

と
、
中
仙
田
の
ト
ッ
ツ
ァ
た
ち
が
地

炉
端
に
居
て
小
ぜ
り
合
い
に
な
っ
た
。

5．2．10③
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総
燃
●大○×クイズ

●燃やせパート

●雪中花火●さいの神

●ミスかわにし発表ほか

～
　
場

A
畝
輪
筋

至
山
き

　
　
　
　
　
　
二

図
奮
劉

内
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

案　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

　
　
　
　
場
場
　
　
　
　
山

　
　
　
　
一
会
　
　
　
　
東

　
　
　
　
キ
設
　
　
　
道

　
　
　
　
ス
特
　
　
　
町

　
　
　
　
寺
　
　
　
線

場
臨
　
．

　
　
　
長

会
千
手
浄
水
場

「
i
b
千
手
郵
便
局
　
所

］
孫
六
商
店
鯛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手

口
U
　
　
肝

　
　
　
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯

残
所
ぞ

　　　E］総合体育館

県道小硲畑町繍線

　　　　　蕩
　　　　　茜
　　　　　盆
　　　　　場

国
道
鯉
号

●モトクロスレース

●バギーレース

●・・　間バン馬大会

●超ミニトライアスロン大会

●雪だるまコンテスト

●雪上ソフトボール大会ほか
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ム
圃
圖
團

圃
國
画
▽

中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
シ

リ
ー
ズ
全
七
巻
　
岩
崎
書
店

◎
も
う
子
ど
も
じ
ゃ
な
い
、
で
も
お

と
な
で
も
な
い
あ
な
た
に
、
ぜ
ひ
知

っ
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

①
タ
バ
コ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
た
だ
、
な
ん
と
な
く
タ
バ
コ
に
手

を
の
ば
そ
う
と
す
る
ま
え
に
、
ち
ょ

っ
と
待
っ
て
、
タ
バ
コ
の
こ
と
知
っ

て
る
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

②
お
酒
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
大
人
だ
っ
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

ア
ル
コ
ー
ル
の
薬
物
作
用
。
お
酒
の

本
当
の
姿
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

③
ド
ラ
ッ
グ
薬
物
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
ド
ラ
ッ
グ
（
薬
物
）
が
、
き
み
た

ち
の
体
や
心
に
ど
ん
な
作
用
を
す
る

の
か
、
ぼ
く
の
話
を
き
い
て
ほ
し
い
。

④
ダ
イ
エ
ッ
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
「
や
せ
た
い
」
気
持
ち
の
奥
に
あ

る
も
の
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

⑤
エ
イ
ズ
と
S
T
D
（
性
感
染
症
）

　
エ
イ
ズ
は
性
感
染
症
と
分
離
し
て

は
論
じ
ら
れ
な
い
。
医
学
的
、
社
会

的
難
題
で
あ
る
最
新
の
テ
ー
マ
を
、

き
み
た
ち
に
解
説
し
た
内
容
で
す
。

⑥
占
い
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
こ
っ
く
り
さ
ん
占
い
、
星
座
・
血

液
型
占
い
な
ど
豊
富
な
実
例
を
紹
介

し
な
が
ら
、
占
い
と
の
上
手
な
つ
き

あ
い
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

⑦
お
金
と
カ
ー
ド

　
お
金
や
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
、
カ
ー
ド
の
危
険
性
を
知
ら
せ
、

つ
き
あ
い
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

雪
お
ろ
し
の
際
の
ご
注
意

●
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
雪
を
投

げ
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
停
電
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

●
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
る
と
感
電

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
付
近
で
作
業

す
る
場
合
は
十
分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
電
線
が
切
れ
て
道
路
に
落
ち
て
い

て
も
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、
最
寄

り
の
東
北
電
力
へ
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　
a
五
二
－
三
一
〇
七

＝＝＝33＝＝＝＝＝＝33＝＝3＝霊＝3＝333＝3＝＝器器＝富33＝＝33823＝器3＝32＝＝3＝＝＝83＝＝＝＝33＝＝3

　籔癒
〈
千
手
小
学
校
丁
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1
年
た
か
は
し
や
す
ひ
ろ
君

…
新
し
い
嘱
託
員
㎜

木下新
　平町
　新新
落田田

　　　〔山上井敬
　　　　　　家村川称i
毘　　略：
ぞ目　　一〕
　　　　　②
吉稔栄
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お
　
わ
　
び

　
一
月
号
新
し
い
嘱
託
員
①
で
、
上

野
上
村
晴
夫
が
上
村
春
夫
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

4
年
南
雲
慶
子
さ
ん

6年数藤佐和子さん

2
年
星
名
だ
い
す
け
君

5
年
高
橋
千
代
恵
さ
ん

3
年
藤
田
美
久
さ
ん

（3月号は

　上野小学校です）



働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を

　
　
　
　
ー
定
時
制
・
通
信
制
課
程
生
徒
募
集
ー

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
・
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
す
る
学
校
と
学
級
数

定
時
制

　
（
県
立
）
　
船
江
（
1
）

　
　
　
　
　
　
西
新
発
田
（
1
）

　
　
　
　
　
新
発
田
南
曲
蒲
分
校
（
－
）

　
　
　
　
　
　
五
泉
（
－
）

　
　
　
　
　
　
長
岡
西
（
－
）

　
　
　
　
　
　
長
岡
工
業
（
1
）

　
　
　
　
　
　
栃
尾
（
－
）

　
　
　
　
　
　
三
条
（
－
）

　
　
　
　
　
　
燕
工
業
（
－
）

　
　
　
　
　
　
小
千
谷
（
－
）

　
　
　
　
　
　
小
出
（
1
）

　
　
　
　
　
　
六
日
町
（
－
）

　
　
　
　
　
　
＋
日
町
（
1
）

　
　
　
　
　
　
柏
崎
（
－
）

　
　
　
　
　
　
高
田
南
城
（
1
）

　
　
（
私
立
）
　
高
志
（
1
）

　
　
　
　
　
　
明
鏡
（
4
）

　
通
信
制
　
　
新
潟
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
高
田
南
城
高
等
学
校

▼
応
募
資
格

　
こ
と
し
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
人
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

や
、
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
高
等
学
校

定
時
制
・
通
信
制
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鱒
鱒
鱒
巨
層
踵
騒
巨
鰹
鱒
鱒
鱒
鮭
餌
鯉
興
鯉
鱒
髄
鱈
鱒
餉
』
翼
鰻
僧
鰭
鱒
釧
鯉
”
鯉
鱒
酵
鰻
鱒
鰹
餉
凶
鯉

灘
麟

ことしのえとをまねて作ってみました（上野）

」」型劃刻」到劃墾

ほんやら洞の中は暖か一い（霜条）

　
標
準
小
作
料
は
、
農
地
法
で
①
決

あ
て
か
ら
三
年
経
っ
た
と
き
、
②
生

産
費
や
農
産
物
価
格
が
著
し
く
変
動

し
た
と
き
、
に
改
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
①
の
三
年
経

過
の
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
標
準
小
作
料
は
、
原
則
と
し
て
、

粗
収
益
か
ら
肥
料
や
水
利
費
な
ど
と

作
付
者
の
報
酬
を
控
除
し
た
額
を
、

十
ア
ー
ル
単
位
で
算
定
す
る
こ
と
に

2月1日から適用

　　　　　loアール当たり標準小作料

な
っ
て
い
ま
す
．

　
町
農
業
委
員
会
（
滋
野
一
郎
会
長
）

で
検
討
し
た
結
果
、
料
金
は
今
ま
で

ど
お
り
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
土
地
の
等
級
に
よ
る
区

分
に
地
域
名
な
ど
を
表
示
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
左
表
備
考
欄
に
記
載
の
地
域
名
な

ど
は
、
そ
の
地
域
内
の
農
地
が
お
お

む
ね
そ
の
級
地
に
属
す
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
す
。
個
々
の
農
地
の
標
準

小
作
料
は
、
前
回
ど
お
り
、
共
済
収

量
な
ど
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
小
作
料
（
賃

貸
借
料
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
す
人
と

借
り
る
人
双
方
の
話
し
合
い
で
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
こ

の
標
準
小
作
料
を
参
考
に
、
上
下
三

〇
％
以
内
の
額
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農　地 区　分
小作料の

標準額
備　　　　　　　考

＊　水口沢、沖立、伊勢平治、高原田、霜条、坪山、三
領、小根岸、仁田、野口、中仙田、室島、田戸、赤谷、

1級地 27，000円 岩瀬、大白倉の団体営のほ場整備地。
一 （共済収量等級11等級以上）

田 ＊　主たる作物二水稲　　　　　10a当り収量：500kg
般

＊　山野田、東善寺、中屋敷、上新井、鶴吉、上野、新

地 2級地 23，000円
町新田、下平新田、木落、寺ケ崎、及び上記1級地域の
ほ場末整備地。　　　　　（共済収量等級12等級以下）
＊　主たる作物：水稲　　　　　10a当り収量：480kg

の
域

＊　上記1級地及ぴ2級地以外の地域。

3級地 20，000円 （共済収量等級15等級以下）
＊　主たる作物：水稲　　　　　10a当り収量：460kg

＊　千手、上野、橘地区の県営ほ場整備事業による整備
県 1級地 32，000円 地で整形田。　　　　（共済収量等級11等級以上）

部 ぽ ＊　主たる作物二水稲　　　　　10a当り収量：500kg

地 ＊　千手、上野、橘地区の県営ほ場整備事業による整備
域 2級地 27，000円 地で不整形田。　　　（共済収量等級12等級以下）

＊　主たる作物：水稲　　　　　10a当り収量：480kg

畑
1級地 14，000円 千手地区。　　　　　（固定資産税評価等級1～3等級）

2級地 10，000円 上野地区。　　　　　（固定資産税評価等級4～6等級）
の
　
部
3級地 8，000円 橘地区。　　　　　　（固定資産税評価等級7～10等級）

4級地 4，000円 仙田地区。　　　　　（固定資産税評価等級11等級以下）

付帯事項
農地の等級区分は、農地の状況、耕作の条件、収量などを勘案
し、当事者の話し合いにより変級できるものとする。

適用開始時期 平成5年2月1日から適用
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蚕
護馨

犠
葛
葛
犠
葛
葛
葛
葛
毎
葛
甲
ゆ
葛
犠
篤

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

七
草
の
み
ど
り
透
き
た
る
白
磁
か
な

春
の
風
邪
大
き
マ
ス
ク
の
郵
便
夫

高白白”匹さ蕊＿さじ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

老
木
の
歴
史
を
語
る
梅
の
里

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤

細
々
と
氷
柱
育
ち
し
蛇
口
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名

枝
高
く
雲
の
流
れ
て
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

着
ぶ
く
れ
て
い
よ
い
よ
齢
六
十
五

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名

す
こ
や
か
に
妻
も
老
い
け
り
年
始
め

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山

水
餅
に
す
る
程
も
な
き
餅
を
掲
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂

薬
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
寒
の
雨

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中

暖
冬
の
日
射
明
る
き
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山

ま
ん
ま
る
の
月
登
り
け
り
寒
の
空

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
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塩
辛

松
）
新
町
新
田

信
）
大
白
倉

人
）
中
仙
田

蔵
）
伊
勢
平
治

　
）
新
町
新
田

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ち
あ
き
　
稔

野
沢
　
千
明
悦
　
子
長
女
野
　
口

　
　
　
み
ふ
ゆ

中
條
美
轟
倖
二
女
坪
山

夕
刊
を
く
ば
る
少
年
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

鉢
梅
の
厨
に
咲
き
て
小
正
月

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

風
花
や
俄
か
に
変
る
空
模
様

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

や
わ
ら
か
な
土
を
奢
り
と
鍬
始

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

学
園
の
紅
つ
つ
じ
咲
き
冬
う
ら
ら

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

弾
み
来
る
川
瀬
の
音
の
春
近
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

鉢
梅
の
満
開
と
な
り
寒
弛
む

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

師
の
筆
の
思
ひ
出
多
き
賀
状
か
な
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瀬
　
登
坂
伊
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子

軒
つ
ら
ら
陽
に
輝
や
き
て
雫
せ
り
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幡
し
ん
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我
夢
に
似
て
ふ
く
ら
み
し
福
寿
草
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羽
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美
穂

子
供
等
の
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追
い
の
声
遠
ざ
か
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田
　
戸
田
　
貞
子

旅
の
湯
に
疲
れ
癒
し
て
冬
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

寒
行
の
僧
を
待
ち
い
る
老
女
か
な
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涌
井
ハ
ル
子

川田根小崎中津林た
か
さ
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こ
円
満
に
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雪
割
れ
間
よ
り
飛
び
立
ち
し
寒
雀

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

煮
凝
に
魚
の
身
す
で
に
無
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

頬
被
り
脱
げ
ば
つ
や
や
か
な
り
し
顔
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平
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き
空
指
し
て
樹
氷
の
か
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や
け
る
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田
　
大
平
　
き
み

雪
山
へ
寒
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を
と
ば
し
初
す
べ
り
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小
二
年
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隼

寒
菊
の
匂
ひ
ほ
の
か
に
床
の
問
に

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

木
蓮
の
冬
芽
太
々
天
を
指
す

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

舞
初
の
縁
起
の
扇
開
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
春
野

白
足
袋
の
う
す
き
汚
れ
の
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

人
波
に
も
ま
れ
氷
川
社
初
詣
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

七
福
神
一
巡
り
し
て
初
詣

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

ス
キ
ー
客
の
せ
て
車
の
列
続
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

鉢
の
梅
慶
事
祝
い
て
こ
ぼ
れ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
長
野
　
キ
ミ

恥
類
代
攣
女
中
屋
敷

裂
啓
な
女
原
田

ち
ほ
新
　
一
　
　
、

千
穂
己
　
　
長
女
刀
白
倉

　
　
糸
　
子

蔀
鉦
？
女
朝
日
町

　
　
“
　
　
　
　
　
　
“

山
和
彦
野
口

口
　
千
恵
美
　
和
歌
山
市
か
ら

寒
い
季
節
に
は
要
注
意

5
血
圧
の
上
昇
と
脳
卒
中
5

　
冬
の
代
表
的
な
病
気
と
い
え
ば
、

風
邪
を
頭
に
描
く
で
し
ょ
う
。
そ
の

他
、
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
、
普
段

か
ら
持
病
を
も
っ
て
い
る
人
な
ど
は
、

寒
さ
が
原
因
で
発
作
を
起
こ
す
危
険

性
も
あ
り
ま
す
。

　
寒
く
な
っ
て
特
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
血
圧
で
す
。
冬

は
寒
さ
に
よ
り
体
温
が
下
が
る
の
を

防
ご
う
と
し
て
、
血
管
が
縮
ん
だ
状

態
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
細
く

な
っ
た
動
脈
に
十
分
な
血
液
を
送
る

た
め
に
は
、
強
い
圧
力
を
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
、
血
圧
が

上
っ
て
き
ま
す
。

高
血
圧
が
つ
づ
く
と
、
末
端
の
細

い
動
脈
の
硬
化
が
お
こ
り
、
血
圧
が

ま
す
ま
す
上
が
り
、
血
管
の
内
壁
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
付
着
し
や
す
く

ヂ　　 ヒノロ　　　　　　　 セ
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な
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

5．2。10碗

動
脈
硬
化
状
態
が
進
ん
で
い
る
所
溜

欝
講
益
糟
搬
聯
続
糾
幽

下
出
血
な
ど
の
脳
血
管
障
害
を
起
こ
囎

し
か
ね
ま
せ
ん
・
鶏
め
ま
い
・
認

舌
の
も
つ
れ
、
手
足
の
し
び
れ
、
ま
爾
臨

鑑
藻
礫
霧
蕾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
や

　
昔
か
ら
、
脳
出
血
は
一
に
厩
、
二

に
風
呂
場
が
最
も
起
こ
り
や
す
い
場

所
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
布

団
か
ら
出
て
寒
い
お
手
洗
い
へ
立
つ

時
に
は
、
暖
か
い
格
好
を
し
、
入
浴

す
る
時
は
、
風
呂
の
ふ
た
を
と
っ
て

浴
室
内
を
あ
た
た
め
て
お
く
よ
う
に

し
ま
す
。
外
出
時
は
着
る
も
の
を
調

節
し
、
マ
フ
ラ
ー
、
帽
子
を
用
意
す

る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
だ
ん
の
心
が
け
と
し
て

歩
く
だ
け
で
も
血
行
は
良
く
な
り
ま

す
。
運
動
時
は
血
圧
も
上
が
り
ま
す
。

で
も
、
一
定
の
運
動
を
続
け
て
い
る

う
ち
に
日
常
の
血
圧
も
次
第
に
下
が

り
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど

も
低
下
し
て
き
ま
す
か
ら
、
動
脈
硬

化
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。


